別紙様式１
平成24　年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業大学校費
	事業名: 農業大学校運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　農業大学校　総務課　電話番号：0574-62-1226（内223）    

　　E-mail： c24405@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　

　                                               
	事業費


　要求額：63,851千円（前年度予算額：61,951千円）
	事業内容


	１　事業の内容


 　　  農業人口の著しい減少と高齢化が進み、岐阜県農業を維持・発展するためには若い担い手の育成が必要とされています。

　　　 農業大学校は、実践的な学習を重視した独自のカリキュラムで、年間１２００時間の授業を実施し、次代を担う青年農業者及び農村地域指導者を養成します。
　・教育計画に基づく講義
　　・実践的な知識を習得するための野外実習
　　・先進農家への派遣学習

　　・全寮制による学生の社会性（協調性）・自立心の養成
　　
	２　所要経費


　(1)運営費　　　　　　　　　　　　　　24,281千円
　　　 農業大学校の維持管理運営費
      　（燃料費、光熱水費、修繕費、委託料 等）

　(2)人材養成指導費　　　　　　　　　　39,245千円
　　　 実践的教育実施経費

　　　　（非常勤講師等設置費、圃場関連経費、指導職員調査研究経費 等）

　(3)緑の学園開催事業費　　　　　　　　　　325千円

　　　 農業体験学習経費

　　　　（一日体験入学、学校見学会等 開催経費）
	これまでの取組と成果　　　


　　　　　　
	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　　・市場のニーズを把握し、地域経済を支える地場産業としての農業、林業、畜産業

　　　を育成し、地域住民の所得を確保することによって、農山村地域の持続可能性を

　　　高めます。

	２　これまでの取組状況


　農業改良助長法では、「農業者研修教育施設において農業を担う者に対して教育研修を行う。」と定められていることから、本校ではその趣旨に基づいて、専門的かつ実践的教育を実施している。
	３　これまでの取組に対する評価


本校の専門的かつ実践的な教育により、多くの農業後継者が育成されている。なお、平成19年度から22年度までの4年間の卒業生のうち、32人が就農している。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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